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１．はじめに

１

生駒郡における高齢化率は、伸び続けており、２０２５年の高齢化率は、平群町

で39.0％、三郷町で31.4％、斑鳩町で30.8％、安堵町で36.6％（令和７年１月

現在）です。医療や介護が必要となる確率が高いと言われている後期高齢者の増加

は著しく、今後ますます医療や介護が必要となる方の増加が考えられます。

また、団塊の世代が後期高齢者となる「２０２５年問題」から更に、団塊ジュニ

アが後期高齢者になる２０４０年問題を踏まえ、人生の最後まで、住み慣れた地域

で自分らしい暮らしが継続できるよう、「医療・介護・予防・住まい・生活支援」

が包括的に確保される地域包括ケアシステムの深化がより一層求められているとこ

ろです。

このような状況下、生駒郡では各町単位だけでなく、郡内で医療介護サービスを

格差なく、効率的にサポートするため、平成２７年から生駒郡４町と生駒地区医師

会において協定を結び、生駒郡４町内の医療・介護に携わる関係者で構成する「生

駒郡地域ケア会議」を立ち上げ、様々な取組みを行っています。

ここに令和６年度生駒郡地域ケア会議の活動報告をとりまとめ、引き続き、医療

介護関係者の相互理解や情報の共有を行いながら、患者・住民が医療介護サービス

を切れ目なく利用できる取組みを推進し、住み慣れた地域で安心して医療介護支援

を受けることができるよう、サービスの質の向上と、住民啓発に努めてまいります。

厚生労働省：在宅医療・介護連携推進事業の手引きより



２．生駒郡地域ケア会議の役割

生駒郡４町において、行政、医療、介護の関係機関が連携し、次の事業を協

働で行っている。

２

① 地域の医療・介護の把握に関する事項

② 在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討に関する事項

③ 切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進に関する事項

④ 医療・介護関係者の情報共有の支援に関する事項

⑤ 在宅医療・介護連携に関する相談支援事項

⑥ 医療・介護関係者の研修に関する事項

⑦ 在宅医療・介護連携に関する関係市町村の連携事業

⑧ その他在宅医療・地域包括ケアシステムの推進に必要な事項

厚生労働省：在宅医療・介護連携推進事業の手引きより



３．在宅医療介護連携事業の構成と課題

事業内容は、地域のあるべき姿を意識しながら、地域の実情に応じた取組みとす
る。また、充実を図りながらPDCAサイクルに沿った取組みを進め、以下の事業を
構成し課題を抽出する。

３

（ア）地域の医療・介護の資源の把握

＜事業＞在宅医療介護資源集の活用・情報更新

成果 課題

・生駒郡在宅医療介護支援マップ作成(H2９.3)
・生駒郡在宅医療介護資源集（第１版）作成(H31.3)
・生駒郡在宅医療介護資源集（第２版）作成(R4.4)
・情報更新(R5)
・情報更新(R6)

・紙ベースだと情報の更新に問
題がある。
・費用面や手間などを踏まえ、
データ管理が必要。

（イ）在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討に関する事項

＜事業＞医療と介護の連絡シート、在宅医療介護資源集の利用状況調査アンケート
生駒郡内の課題と対応策を地域ケア会議で協議

成果 課題

①アンケート実施
・医療介護関係者にアンケート実施(H30)
・医療介護関係者にアンケート実施(R1)
・ケアマネジャーにアンケート実施(R6.7)
②地域ケア会議
・７月と３月に２回開催

①アンケートの結果から、連携の必要性
を感じているが、医師とケアマネ間での
意思疎通が難しいということから、連携
ツールを作成した。今後は運用状況の確
認が必要。
②年に２回の地域ケア会議で基本的な方
針を検討しているが、細かな課題解決に
向けたコアでの会議の検討が必要。

（ウ）切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進
（オ）在宅医療・介護連携に関する相談支援事項

＜事業＞西和圏域における入退院調整ルールマニュアル・在宅療養支援室
各町における相談窓口

成果 課題

①入退院調整マニュアル
②西和医療センター在宅支援療養室相談窓口
③各町担当課・地域包括支援センターでの相談
窓口

①西和圏域外での運用状況の違いによる
連携の差。
③コロナ後からの相談業務増加。



４

（キ）地域住民への普及啓発

＜事業＞市民公開講座

成果 課題

意思決定支援の取組みとして
人生会議をテーマに各町でシリーズ化しながら、
人生会議シリーズ①～④細かいテーマ別に開催し
た。
元気なうちから自分の人生の将来について整理し
て周りに伝えておくことの大切さを啓発。

・各町でシリーズ化して行うことがで
き、「今のうちから準備」することの
大切さを啓発。介護はまだ先のこと、
と思っている人も多く、元気なうちか
らの啓発が課題。

（エ）医療・介護関係者の情報共有の支援

＜事業＞生駒郡医療と介護の連絡シート活用

成果 課題

生駒郡医療・介護連絡シート作成
・令和６年度より運用開始
・R6年７月にケアマネに運用状況アンケート
実施

アンケートの結果から、連携の必要性を
感じているが、医師とケアマネ間での意
思疎通が難しいということから、連携
ツールを作成した。今後は運用状況の確
認が必要。

（カ）医療・介護関係者の研修に関する事項

＜事業＞多職種勉強会の開催

成果 課題

多職種勉強会の開催
（９月・２月の２回開催）

参加対象：医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護、
介護支援専門員、介護サービス事業所等



４．令和６年度生駒郡地域ケア会議事業報告

① 地域ケア会議の実施

５

第１回地域ケア会議

令和６年７月３日（水）14：30～

議題

令和６年度生駒郡地域ケア会議事業計画（案）について
・地域ケア会議 ・今後の取組みについて
・多職種勉強会
・市民公開講座
・在宅医療介護資源集

第２回地域ケア会議

令和７年３月２４日（月）14：30～

議題

令和６年度生駒郡地域ケア会議事業報告について
・地域ケア会議 ・多職種勉強会
・市民公開講座 ・資源集
令和７年度生駒郡地域ケア会議事業計画（案）について

② 多職種勉強会の開催

日時：令和６年９月１９日（木）１４：００～１６：０
０
会場：斑鳩町総合保健福祉会館
内容：「地域共生社会における連携の重要性」

～専門職と住民の重層的なネットワークづくり～
講師：社会福祉士 植田 寿之氏
参加者：８８名

第１回多職種勉強会   



６

第１回多職種勉強会  アンケート結果

１．勉強会に参加して
１ 講義について

２．研修についての感想（抜粋）

講義について
・参加してよかった、支援の仕方や様々な職種の考え方が学べた。
・ソーシャルワークは深い、多様性の尊重や無関心など自分の中にも課題がある。
・他人事ではない地域づくりに取り組み挑戦し続けるという言葉に前向きになれた。
・丸ごと支援の必要な人が多く勉強になった。
・住民と専門職をつなぐことも大切。
・「伴走型支援」理解できるよう寄り添っていけるよう頑張ろうと思った。
・本人中心にそれぞれを理解することが大切だとわかった。
・ゆるやかなつながりづくりで支援の輪を広げられるのではと思えた。
・ネットワークシステム、ソーシャルワーク支援について知ることができた。
・地域性もあり利用へつなげる和をもっと知りたい。
・必要性を感じたが、どうするか？の答えがまだ見つからない。
・理想と現実は難しく、時間がかかる。業務の中でこなすのが難しい。
・自分の仕事の中でうまく結びつかないこともあった。
ワークについて
・多職種で意見交換ができればよかった。
・自ら考えさせられるワークで勉強になった。
・様々な職種の方が、自分の分野のみならず連携の意識をしっかり持っていることが
分かった。

３．連携の必要性を感じたか（抜粋）



７

３．勉強会を今後どのように活かせるか。（抜粋）

・職員と考えるきっかけにしたい。
・在宅や患者対応に活かしたい。
・住民の世間話から困りごとに気づいてみる。
・患者だけでなく家族などのやり取りや関わりを持ちたい。
・ケアマネに相談してみる。
・全体像の理解ができたので、介入のきっかけを考えれるようになった。
・ゆるやかに地域づくりのお手伝い。
・地域住民との話し合い。専門職だけでなく、地域との関係性を理解した支援。
・丸ごと支援で多くの専門職との関わりを持つこと。
・自分が住む地域から自分事として捉えてみる。
・事業所との関わりを密に。
・日頃の考え方に後押しされた感じ。

第２回多職種勉強会   

日時：令和７年２月８日（土）１４：３０～
会場：斑鳩町総合保健福祉会館
内容：「在宅療養を支える医師を含めた多種職種協働・ケアマネジメント

のすすめ」
講師：天理よろづ相談所病院

白川分院 在宅世話どりセンター
次橋 幸男 氏

参加者：７７名

令和６年度多職種交流会   

日時：令和７年２月８日（土） １６：３０～
会場：斑鳩町総合保健福祉会館
内容：「自分の取扱説明書を作って交流」

グループ毎に交流
参加者：５７名



８

第２回多職種勉強会  アンケート結果

１．勉強会に参加して
１ 講義について

講義について（抜粋）
・幅広い視点での講義でためになった。
・共通の価値観が大切だとわかった。
・他者の価値観をどう共有し、どのような手段をとるのか？
・医師からこのような話が聞けてよかった。
・価値を共有することの大切さを学んだ。
・スマホからアンケート集約を見ることができ、みんな参加できてよかった。
・一方通行な知識を受け取る形式とは違い興味深く学ぶことができた。
・患者に心通わせ関係者で共有してケアをするという、心温まる元気の出る研修だった。

２．連携するためには何が必要か。（抜粋）



９

生駒郡４町の各町で、「人生会議」をテーマにシリーズ化しながら開催した。

人生会議シリーズ①

③ 市民公開講座の開催

【安堵町】
終活を考えるシンポジウム
「終活するうえで大切にしたい自分の思いを一緒
に考えてみませんか」
第１部 「肩を寄せあって」上映
語り：浄念寺住職・映画監督 横田 丈実氏

第２部 パネルディスカッション
座長：山内 優美氏 （山内醫院）パネラー他

日時：令和６年１０月２３日（水）
14:00～16:00

場所：安堵町福祉保健センター視聴覚室
参加：６９名

人生会議シリーズ②

【斑鳩町】
住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けるために「いつまでも自宅で過ごしたい」
を支えます。
講演会 「看取る覚悟・看取られる覚悟 最期を迎える人生会議はじめませんか」

講師：西和往診クリニック 院長 尾﨑 誠重氏
日時：令和６年１１月１２日（火）

13:00～16:30
場所：生き生きプラザ斑鳩 大会議室・会議室・
機能回復訓練コーナー・展示コーナー

参加：６０名
イベント：専門職による個別相談、ミニ講座、測
定コーナー、電動車椅子の試乗体験・福祉用具
の展示等

参加者：延１８１名



１０

人生会議シリーズ③

人生会議シリーズ④

【三郷町】

「医療や介護、財産の管理、葬儀からお墓の事な
ど多岐にわたり、何から始めて良いかわからない
方へ早めに準備をしておく第一歩を踏み出すヒン
トをお伝えします。」

「今から始めよう！終活の第一歩」
講師：かわさきFP・司法書士事務所

川崎信吾氏
日時：令和６年１２月１６日（月）

13:30～15:00
場所：図書館視聴覚室
参加者：１０７名

【平群町】
「そろそろ人生会議、開きませんか？～自分で決
める！みんなで共有～」
講師：大阪歯科大学 看護学部助教 肥後加苗氏
日時：令和７年2月3日（月）13:30～15:30
場所：平群町総合文化センター くまがしホール
参加者：98名【内、三郷町民11名、斑鳩町民4
名、安堵町民3名】



１１

⑤ 在宅医療介護資源集

平成２９年３月に「在宅医療介護支援マップ」を作成、その後も「平
成３１年３月」を作成して、在宅医療介護に関わる専門職への情報共有
の支援を行っている。

作成については、「資源集部会」を立ち上げ、情報の更新や、会議
を重ねながら作成している。

資源集部会

在宅療養支援マップ

在宅療養資源集(第１版)

在宅療養資源集(第２版)



１２

⑥ 生駒郡医療と介護連絡シート

医療介護関係者の情報共有の支援を目的に、かかりつけ医とケアマジャー

との連絡のツールとして、令和５年度に作成に取り掛かり、令和６年度より

運用開始した。

ケアマネジャーが利用者の主治医を対象に連携を取る手段の一つとして

活用する。利用者の介護保険サービス計画書を立てる担当者だということ

をかかりつけ医に伝えるとともに、相談や依頼、医学的意見や診療情報の

希望があるときに使用する。



１３

5．令和７年度生駒郡地域ケア会議事業計画（案）

令和７年度 生駒郡地域ケア会議 事業計画（案）
令和７年３月２４日

（在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討に関する事項）
〇医療と介護の連絡シート、在宅医療介護資源集の利用状況調査
アンケート実施
〇生駒郡内における在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策に
ついて、地域ケア会議で協議

（６月・３月の２回開催予定 ）

（医療・介護関係者の研修に関する事項）
○多職種勉強会の開催

（９月・２月の２回開催予定）
対象：医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護師、介護支援専門員、

介護サービス事業所

（地域の医療・介護の資源の把握）
○在宅医療介護資源集の活用・情報更新
〇在宅医療介護資源集のHPによるデータ更新

（切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進に関する事項）
（在宅医療・介護連携に関する相談支援事項）
（医療・介護関係者の情報共有の支援に関する事項）
○ 医療と介護の連絡シート
○ 西和地域７町で西和メディケアフォーラム開催
○ 西和地域７町における入退院連携マニュアルの運用
○ 西和医療センター在宅療養支援室との連携
〇 ロジックモデルの活用
〇 住み慣れた地域で暮らすためのガイドブックの配布

（地域住民への普及啓発に関する事項）
○各町で連携した取組み
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１．令和６年度 生駒郡地域ケア会議報告

参考資料
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①
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③
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頼
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職
種

勉
強
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時
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９
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木

）
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：
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斑

鳩
町

総
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保
健

福
祉

会
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容
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域
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け
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携
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性
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重
層
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ッ
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ー
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師
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福
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植
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加
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①
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②
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２
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０
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３
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（
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７
名
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鳩
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】
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ズ
②
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：
住
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暮
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続
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「
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た
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え
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講
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取
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覚
悟

・
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れ
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覚
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最
期

を

迎
え
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生
会

議
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じ
め

ま
せ
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」

講
師

：
西

和
往

診
ク

リ
ニ

ッ
ク

院
長

尾
崎

誠
重

氏

日
時

：
１

１
月

１
２

日
（
火

）1
3:

00
～

1
6:

30

場
所

：
生

き
生
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プ

ラ
ザ

斑
鳩

大
会

議
室

・
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議
室

・
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能
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復

訓
練

コ
ー

ナ
ー

・
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参
加

者
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０
名

イ
ベ

ン
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門
職

に
よ

る
個
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相

談
、

ミ
ニ

講
座

、
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定
コ

ー
ナ

ー
、

電
動

車
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子
の

試
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祉
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参
加

者
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８
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議
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④
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：
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き
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護
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日
時

：
2月

3日
（
月
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1
3：
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0～
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：
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場
所
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町

総
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し
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参
加

者
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三

郷
町

民
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鳩

町
民
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安

堵
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民
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２
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勉
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/８
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鳩
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福
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ど
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ン
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ー
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名
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１
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時
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合
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加
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